
討討

論論

予
算
に
対
す
る
組
み
替
え
を

求
め
る
動
議
提
案
説
明

日

本

共

産

党

巨
額
の
公
費
負
担
、
ギ
ャ
ン

ブ
ル
依
存
症
等
の
問
題
が
あ
る

万
博
・
カ
ジ
ノ
Ｉ
Ｒ
を
無
批
判

に
盛
り
上
げ
る
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
開
催
に
８
千
万

円
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
「
舞
い
あ
が

れ
!
」
を
盛
り
上
げ
る
経
費
に

１
億
円
は
過
大
で
あ
り
、
市
民

ふ
れ
あ
い
祭
り
の
２
５
０
０
万

円
並
に
削
減
す
る
。
不
要
不
急

の
モ
ノ
レ
ー
ル
南
伸
事
業
の
凍

結
・
中
止
。
過
度
の
競
争
教
育

を
進
め
、
格
差
を
生
む
Ａ
Ｉ
ド

リ
ル
等
を
削
除
す
る
。

こ
れ
を
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
強

化
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
拡
充
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
立
場
か
ら
脱
炭
素
へ
再

生
可
能
エ
ネ
促
進
補
助
拡
充
。

生
理
用
品
の
公
共
施
設
・
学
校

ト
イ
レ
へ
の
配
置
。
認
知
症
対

策
の
補
聴
器
補
助
の
創
設
。
新

生
児
お
祝
い
給
付
金
を
年
度
末

ま
で
拡
充
し
、
５
年
生
も
少
人

数
学
級
に
す
る
。

保
育
所
に
落
ち
た
児
童
が
８４７

名
と
な
っ
た
。公
立
保
育
所
の
募

集
停
止
を
撤
回
す
る
。過
密
労
働

に
な
っ
て
い
る
保
健
師
、子
ど
も

見
守
り
相
談
セ
ン
タ
ー
専
門
職

等
の
体
制
強
化
を
す
る
こ
と
。

以
上
の
理
由
か
ら
一
般
会
計

予
算
に
対
す
る
組
み
替
え
動
議

を
提
出
す
る
。

日

本

共

産

党

一
般
会
計
予
算
原
案
に
あ
る

万
博
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
番
組
の
機
運
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

関
連
経
費
は
過
剰
過
ぎ
る
。
ま

た
モ
ノ
レ
ー
ル
事
業
、
旧
同
和

関
連
事
業
、
競
争
教
育
を
激
化

さ
せ
る
テ
ス
ト
な
ど
の
不
要
不

急
の
予
算
を
削
っ
て
、
市
民
の

暮
ら
し
を
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の

強
化
と
市
民
生
活
応
援
、
脱
炭

素
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
進
め

る
立
場
か
ら
、
予
算
原
案
に
反

対
し
、
予
算
組
み
替
え
動
議
に

賛
成
す
る
。

国
保
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
９８
％
の
世
帯
が
値
上
げ

と
な
り
、
反
対
。

留
守
家
庭
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

の
請
願
に
つ
い
て
は
、
事
業
目

的
に
沿
っ
た
運
営
が
出
来
る
事

業
者
か
ど
う
か
が
選
定
基
準
で

あ
り
、
地
域
優
先
か
ど
う
か
が

基
準
で
は
な
い
た
め
反
対
。
鳥

居
保
育
所
の
存
続
を
求
め
る
請

願
は
、
質
の
高
い
保
育
を
提
供

す
る
責
任
を
果
た
す
た
め
に
公

立
保
育
所
は
存
続
し
活
用
す
べ

き
と
い
う
立
場
か
ら
、
議
決
を

し
、
採
択
す
べ
き
で
あ
る
た
め
、

継
続
審
査
に
反
対
す
る
。

照

隅

の

会

議
案
第
３２
号
一
般
会
計
予
算

中
、
エ
ア
コ
ン
購
入
補
助
事
業

の
適
用
要
件
の
再
検
討
を
要
望

す
る
立
場
か
ら
討
論
す
る
。

１
点
目
の
要
望
は
、
補
助
適

用
要
件
の
緩
和
で
あ
る
。
３
番

目
の
要
件
で
介
護
保
険
料
の
滞

納
者
は
除
外
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
層
の
人
ほ
ど
必
要
性
が
高

い
。
市
民
税
非
課
税
と
い
う
所

得
要
件
で
十
分
な
こ
と
、
他
市

の
例
で
は
滞
納
者
の
除
外
は
確

認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の

要
件
は
削
除
す
べ
き
で
あ
る
。

２
点
目
は
、
迅
速
な
手
続
と

十
分
な
広
報
で
あ
る
。
夏
の
盛

り
ま
で
の
エ
ア
コ
ン
設
置
が
肝

要
な
た
め
、
事
業
を
す
ぐ
に
開

始
し
、
自
治
会
や
老
人
会
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
へ
の

周
知
徹
底
を
願
い
た
い
。

３
点
目
は
、
予
算
不
足
の
際

の
早
急
な
対
応
で
あ
る
。
早
期

に
不
足
し
た
際
は
、
６
月
議
会

で
の
予
算
上
程
を
願
い
た
い
。

せ
っ
か
く
の
施
策
が
、
介
護

保
険
料
未
納
で
補
助
を
受
け
ら

れ
ず
熱
中
症
に
な
る
こ
と
が
一

件
で
も
あ
れ
ば
、
失
敗
と
考
え

る
。
必
要
な
人
に
補
助
が
行
き

渡
る
丁
寧
な
対
応
を
求
め
る
。

!

本

丞

史

議

員

議
案
第
１０
号
市
長
及
び
副
市

長
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例

及
び
東
大
阪
市
職
員
退
職
手
当

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
情
勢
が
一
変

し
て
い
る
中
、
特
別
職
に
対
す

る
お
手
盛
り
退
職
金
支
給
の
議

案
で
あ
り
、
市
民
感
情
に
即
し

て
い
な
い
た
め
、
反
対
。

議
案
第
３２
号
令
和
４
年
度
一

般
会
計
予
算
中
、
野
外
活
動
セ

ン
タ
ー
に
係
る
予
算
に
つ
い
て

は
、
指
定
管
理
業
者
に
５
年
で

委
託
し
て
い
た
も
の
を
業
者
主

導
で
１０
年
に
変
更
、
優
遇
措
置

と
し
か
感
じ
ら
れ
ず
、
反
対
。

議
案
第
４６
号
市
有
財
産
の
無

償
貸
付
に
関
す
る
件
に
つ
い
て

は
、
長
瀬
３
丁
目
の
二
千
坪
の

土
地
を
１５
年
間
も
無
償
で
貸
す

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
令
和
２

年
、
フ
ッ
ト
サ
ル
場
と
し
て
借

り
る
方
法
は
な
い
か
と
の
提
案

に
、
市
の
理
事
は
、
荷
重
制
限

が
あ
り
で
き
な
い
旨
の
説
明
。

貸
し
農
園
で
あ
れ
ば
１５
年
間
で

２
千
万
円
の
賃
料
が
取
れ
る
と

提
案
も
し
た
が
、
市
か
ら
は
前

向
き
な
話
も
な
く
、
再
考
も
せ

ず
推
し
進
め
る
姿
勢
で
あ
り
、

反
対
。
そ
の
他
の
議
案
は
賛
成
。

大

阪

維

新

の

会

議
案
第
１０
号
市
長
及
び
副
市

長
の
退
職
手
当
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
の
件
に
つ

い
て
反
対
の
立
場
で
討
論
す

る
。見

直
し
が
必
要
な
の
は
、
制

度
や
仕
組
み
で
あ
り
、
そ
の
制

度
や
仕
組
み
の
改
正
に
乗
じ
て

「
退
職
手
当
の
金
額
」
を
変
更

（
増
額
）
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
に
よ
る
影
響
や
原
油

価
格
が
高
騰
し
て
い
る
現
状
な

ど
の
指
摘
が
あ
る
中
、
市
民
の

理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。

真
に
改
正
す
べ
き
点
は
、
特

別
職
の
退
職
金
が
一
般
職
の
在

籍
時
か
ら
の
延
長
線
上
に
あ
り
、

一
般
職
を
退
職
し
た
に
も
関
わ

ら
ず
退
職
金
を
得
ら
れ
な
い
ま

ま
特
別
職
に
就
く
と
い
う
制
度

や
仕
組
み
で
あ
り
、
改
正
に
乗

じ
て
「
退
職
手
当
の
金
額
」
を

変
更
（
増
額
）
す
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
単
な
る
便
乗
で
の
金

額
改
正
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

報
酬
等
は
、
非
常
時
で
な
け

れ
ば
、
定
期
的
に
第
三
者
審
議

会
に
適
正
か
ど
う
か
の
検
討
を

委
ね
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

我
々
は
公
職
選
挙
法
違
反
で

逮
捕
後
も
辞
職
せ
ず
、
歳
費
や

文
書
通
信
交
通
滞
在
費
を
受
け

取
り
続
け
て
い
た
国
会
議
員
の

事
案
や
、
登
院
し
な
い
期
間
も

歳
費
支
給
が
認
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
員
特
権
と

し
て
大
き
な
問
題
意
識
を
持
っ

て
い
た
。
地
方
議
会
に
お
い
て

も
、
長
期
間
に
わ
た
り
欠
席
し

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
議

員
報
酬
と
期
末
手
当
が
支
給
さ

れ
て
い
る
事
案
が
幾
つ
か
発
生

し
て
い
た
。
こ
う
し
た
中
、
議

員
報
酬
の
支
給
に
関
し
、
市
民

の
皆
様
の
理
解
が
得
ら
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
ル
ー
ル
を
つ

く
る
べ
き
と
考
え
、
条
例
案
の

提
出
に
至
っ
た
。
今
回
の
改
正

は
、
議
員
が
正
当
な
理
由
な
く
、

そ
の
使
命
を
果
た
す
最
も
重
要

な
場
で
あ
る
議
会
や
委
員
会
等

を
欠
席
し
、
そ
の
職
務
、
職
責

を
十
分
に
果
た
し
て
い
な
い
と

判
断
し
た
場
合
、
そ
の
議
員
に

対
す
る
報
酬
や
期
末
手
当
の
支

給
を
減
額
す
る
旨
の
内
容
を
追

加
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
正
当
な
理
由
な
く
、
定

例
会
等
の
会
議
等
を
全
て
欠
席

し
た
場
合
を
長
期
欠
席
と
し
て
、

閉
会
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分

以
降
の
議
員
報
酬
か
ら
欠
席
し

た
定
例
会
等
の
会
期
の
日
数
分

を
日
割
り
計
算
に
よ
る
減
額
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
議
員
は
市

民
の
皆
様
の
信
頼
が
あ
っ
て
こ

そ
の
存
在
で
あ
る
。
真
に
市
民

の
皆
様
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、

議
員
特
権
を
は
じ
め
と
す
る
市

民
感
覚
か
ら
か
け
離
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
常
に
検
討
、
是

正
を
行
う
よ
う
今
後
も
不
断
の

改
革
の
精
神
で
臨
ん
で
ま
い
る
。

議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
提
案
説
明

（２）第２１５号東 大 阪 市 議 会 だ よ り令和４年５月１５日


